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生活環境課を新設します
新庁舎で一部業務を開始します
産学官連携事業「なかがわ学」発表会
地域おこし協力隊報告会を開催します
臨時福祉給付金のお知らせ
ケーブルテレビからのお知らせ
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平
成　

年
4
月
1
日
か
ら
生
活
環
境
課
を
新
設
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
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町
で
は
、「
人
と
自
然
が
共
生
す
る
安
全
安
心
な
ま
ち
」を
つ
く
る
た
め
、
関
係
課
に
お
い
て
各
種
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
環
境
保
全
や
環
境
負
荷
に
関
し
て
は
、
那
珂
川
町
環
境
基
本
計
画
の
方
針
に
沿
っ
て
住
民
生
活
課
生
活
環
境
係
及
び
環
境
総
合
推

進
室
に
お
い
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
2
つ
の
部
署
の
事
務
分
掌
を
集
約
し
、
平
成　

年
4
月
1
日
よ
り「
生
活
環
境
課
」に
組
織
改
編

29

を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
に
伴
い「
住
民
生
活
課
」は「
住
民
課
」に
課
名
変
更
と
な
り
ま
す
。

平
成

年
4
月
1
日
か
ら
生
活
環
境
課
を
新
設
し
ま

平
成　

年
4
月
1
日
か
ら
生
活
環
境
課
を
新
設
し
ま
すす
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●
環
境
推
進
係

（
1
）
環
境
基
本
計
画
の
実
施
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

（
2
）
環
境
施
策
の
企
画
立
案
及
び
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

（
3
）
小
口
北
沢
地
区
不
法
投
棄
物
の
適
正
処
理
に
関
す
る
こ
と
。

（
4
）
県
営
最
終
処
分
場
に
関
す
る
こ
と
。

環境総合推進室 住民生活課

●
生
活
環
境
係

（
1
）
環
境
保
全
に
関
す
る
こ
と
。

（
2
）
環
境
衛
生
思
想
の
普
及
向
上
に
関
す
る
こ
と
。

（
3
）
清
掃
及
び
そ
族
昆
虫
駆
除
に
関
す
る
こ
と
。

（
4
）
じ
ん
芥
処
理
に
関
す
る
こ
と
。

（
5
）
犬
の
登
録
、
鑑
札
の
交
付
及
び
注
射
済
票
の
交
付
に
関
す
る
こ
と
。

（
6
）
衛
生
統
計
に
関
す
る
こ
と
。

（
7
）
公
共
の
場
所
に
お
け
る
動
物
の
死
体
収
容
に
関
す
る
こ
と
。

（
8
）
生
活
用
水
に
関
す
る
こ
と
。

（
9
）
家
庭
雑
排
水
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

（　

）
公
害
防
止
に
関
す
る
こ
と
。

10
（　

）
墓
地
等
の
経
営
許
可
等
に
関
す
る
こ
と
。

11
（　

）
公
営
墓
地
に
関
す
る
こ
と
。

12
（　

）
行
旅
病
人
及
び
行
旅
死
亡
人
に
関
す
る
こ
と
。

13
（　

）
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
こ
と
。

14
（　

）
公
衆
衛
生
に
関
す
る
こ
と
。

15
（　

）
そ
の
他
生
活
環
境
に
関
す
る
こ
と
。

16 ●
戸
籍
住
民
係

●
保
険
年
金
係

戸籍住民係・保険年金係
（本庁舎　階）1
緯0287－92－1112

住民課
生活環境係・環境推進係
（新庁舎　階東側）1
緯0287－92－1110

生活環境課

　

生
活
環
境
課
は
、
ゴ
ミ
収
集
に
関
す
る
こ

と
や
、
犬
の
登
録
・
注
射
済
票
の
交
付
に
関

す
る
こ
と
、
環
境
の
町
づ
く
り
に
関
す
る
こ

と
な
ど
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
環
境
に
関
わ

る
窓
口
を
一
つ
に
集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、

わ
か
り
や
す
い
窓
口
と
な
る
よ
う
に
、
4
月

1
日
か
ら
新
庁
舎
で
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

平成29年4月1日から

　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
3
階
の
栃
木
県

環
境
森
林
部
馬
頭
処
分
場
整
備
室
那
珂

川
分
室
は
、
3
月　

日
か
ら
総
合
体
育

15

館
内
に
移
転
と
な
り
ま
す
。

　

電
話
番
号
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

馬
頭
処
分
場
整
備
室
那
珂
川
分
室

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
4
1
1
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3
月　

日
か
ら
新
庁
舎
で

30

一
部
業
務
を
開
始
し
ま
す

　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
第
二
期
解
体
工

事
に
伴
い
、
現
在
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

を
仮
事
務
所
と
し
て
使
用
し
て
い
る
、

建
設
課
、
農
林
振
興
課
、
農
業
委
員
会

及
び
環
境
総
合
推
進
室（　

月　

日
か

4

1

ら
生
活
環
境
課
に
改
編
）、
並
び
に
商

工
観
光
課
の
業
務
を
、　

月　

日（
木
）

3

30

か
ら
、
新
庁
舎　

階
東
側
事
務
所
に
お

1

い
て
開
始
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
庁
舎
全
て
の
部
署
の
業
務

開
始
の
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事
、
並
び
に
平

成　

年
度
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
外
構

29
工
事
が
完
了
し
た
の
ち
、
平
成　

年　
29

10

月
中
に
業
務
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

近
隣
の
住
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
新
庁

舎
及
び
そ
の
周
辺
を
ご
利
用
の
皆
さ
ま

に
は
、
ご
不
便
・
ご
迷
惑
を
お
か
け
い

た
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
管
財
係

　

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
1

一部業務開始のエリ一部業務開始のエリアア

拡大拡大図図
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　春は学校の卒業・入学、会社の就職・退職と重なり、異動の多い季節です。異動に伴い、加入している健康保険
や年金が変わる場合がありますので、脱退・加入の手続きを忘れないようにしましょう。

役場にもっていくもの国民年金に加入・脱退するとき役場にもっていくもの国保に加入・脱退するとき

国民年金加入届、印鑑20歳になったとき転出証明書、印鑑他の市町村から転入したとき

年金手帳、資格喪失証
明書、印鑑社会保険などをやめたとき国保の保険証、印鑑他の市町村へ転出するとき

年金手帳、印鑑（離職
による場合は、雇用保
険受給者証、または雇
用保険離職票等）

収入が少なく免除したいとき

国保と社保の保険証、
印鑑、通知カード等の
マイナンバーが分かる
書類

社会保険などに入ったとき

年金手帳、印鑑、学生
証または在学証明書学生で納付特例したいとき

資格喪失証明書、印鑑、
通知カード等のマイナ
ンバーが分かる書類

社会保険などをやめたとき

母子健康手帳、保険証、
印鑑子どもが生まれたとき

国保の保険証、印鑑死亡したとき

※世帯に国保加入者がいる場合の転入、転出、転居、世帯合併、世帯分離、世帯主変更などの住民異動届に伴う異
動の際にも、国保の保険証を持参してください。

　生活習慣病等の早期発見に、人間ドック、脳ドック
の費用の一部を助成いたします。
対　象　・35歳～74歳までの国民健康保険の加入者

・保険税の滞納のない世帯
・町の健康診断を受けていない方

助成額　25,000円
内　容　人間ドック、脳ドックどちらか一方を利用す

ることができます。宿泊での人間ドックも可
能です。

申し込み方法　補助金交付申請書の提出
（住民生活課・総合窓口課にございま
す。）

持参するもの　印鑑・国民健康保険被保険者証
受付期間　4月17日（月）から12月28日（木）まで
※対象となる医療機関、料金等詳細についてはお問い
合わせください。

～平成29年度国民健康保険保健事業のお知らせ～

人間（脳）ドック助成
　中小企業等で働く方やそのご家族が加入してい
る健康保険「協会けんぽ栃木支部」の29年度の健
康保険料率は据え置きです。　また、介護保険料
率は現在の1.58％から1.65％へ引き上げとなりま
す。変更時期は29年　月納付分からとなります。4

平成29年度「協会けんぽ」の
保険料率のお知らせ

平成29年　月納付分～4
→9.94％（据え置き）
→1.65％（＋0.07％）

現行
健康保険料率　　9.94％
介護保険料率　※1.58％
※40歳から64歳の方は、介護保険料率が加わりま
す。

◆月収30万円の場合、
　介護保険料：労使で月額210円増額

◎詳しい内容はhttp://www.kyoukaikenpo.or.jp/
でご確認ください。

全国健康保険協会栃木支部（協会けんぽ）
緯028-616-1691

問い合わせ　住民生活課保険年金係　緯0287-92-1112　　総合窓口課町民係　緯0287-96-2111

国民健康保険・国民年金 こんな時には役場に届出が必要です!
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平
成

年
4
月
か
ら
の
ゴ
ミ
の
出
し
方
の
変
更
に
つ
い

平
成　

年
4
月
か
ら
の
ゴ
ミ
の
出
し
方
の
変
更
に
つ
い
てて

2929

　

町
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

に
よ
る
ゴ
ミ
の
減
量
化
の
た
め
、

4
月
か
ら「
ゴ
ミ
の
出
し
方
」と

「
ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
変
更

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

配
布
さ
れ
た
ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
の
収
集
日
を
よ
く
ご
確
認
の

上
、
ゴ
ミ
を
出
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
配
布
さ
れ
た

「
ゴ
ミ
の
分
け
方
・
出
し
方
」を
よ

く
参
照
さ
れ
、
ゴ
ミ
の
分
別
を
お

願
い
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の

ゴ
ミ
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
に
対
し
て
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

変
更
に
な
っ
た
点

　

原
則
1
日
1
種
類
と
し
、
資
源

物
も
単
体
収
集
と
な
り
ま
す
。

　

ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
が
、

「
馬
頭
2
地
区
、
小
川
地
区
」の
3

種
類
に
な
り
ま
す
。（
地
域
ご
と
の

該
当
地
区
は
カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
2

4
月
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は

生
活
環
境
課
（
新
庁
舎
1
階
）

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
0

生
ご
み
堆
肥
化
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

※上のカレンダーは馬頭一部地域の4月収集予定です。

平
成　

年
度
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
報
告

28

重
量
：
1
9
2
4
㎏

個
数
：　

万
7
3
2
0
個

82（
累
計
5
5
0
万
7
1
2
0
個
）

金
額
：
1
万
4
3
5
0
円

ワ
ク
チ
ン
数
：
7
1
7
・
1
人
分

（
累
計
6
1
5
9
・
1
人
分
）

C
O
2
削
減
量
：
3
0
8
0
・
7
㎏

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

4
月
の
燃
や
す
ゴ
ミ
の
収
集
日
か
ら
新

町
・
室
町
・
南
町
・
田
町
・
小
川
第
2
区
・

小
川
第
3
区
・
小
川
第
4
区
・
小
川
第
5
区

の
全
戸
で「
生
ゴ
ミ
分
別
収
集
」を
実
施
し
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

町
で
は
、
燃
や
す
ゴ
ミ
の
減
量
と
資
源
の

有
効
活
用
の
た
め
、
昨
年　

月
よ
り
生
ご
み

10

堆
肥
化
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
、
皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
よ
り
一
定
の
成
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
か
ら

は
、
ゴ
ミ
が
少
な
く（
軽
く
）な
っ
た
、
ゴ
ミ

袋
の
使
用
量
が
減
っ
た
と
の
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
一
歩
進
め
、
市
街
地

区
域
全
戸
で
分
別
収
集
し
、
地
域
循
環
を
進

め
ま
す
。

分
別
バ
ケ
ツ
の
配
布
に
つ
い
て

　

す
で
に
モ
デ
ル
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
方
は
、
今
ま
で
の
も
の
を
お
使
い
く

だ
さ
い
。

　

今
回
初
め
て
実
施
さ
れ
る
方
で
、
行
政
区

に
加
入
し
て
い
る
方
は
班
を
通
じ
て
分
別
バ

ケ
ツ
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
行
政
区
に
加
入

し
て
い
な
い
方
は
、
環
境
総
合
推
進
室
、
住

民
生
活
課
ま
た
は
小
川
庁
舎
の
総
合
窓
口
課

で
配
布
い
た
し
ま
す
。

分
別
収
集
開
始

　

4
月
の
燃
や
す
ゴ
ミ
の
日（
週
2
回
）か
ら

開
始
。
南
町
・
田
町
地
区
の
生
ゴ
ミ
収
集
は
、

今
ま
で
ど
お
り
火
・
金
曜
日
と
な
り
ま
す
。

ゴ
ミ
出
し
の
場
所

　

そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
設
置
し
て
あ
る
、
収
集
バ
ケ
ツ
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

堆
肥
の
配
布
に
つ
い
て

　

出
来
上
が
っ
た
堆
肥
は
、
希
望
さ
れ
る
方

に
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

地
域
通
貨
券
の
配
布
に
つ
い
て

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
世
帯
に
は
、
年
間
で

2
千
円
相
当
の
地
域
通
貨
券
を
差
し
上
げ
ま

す
。

　

良
質
な
堆
肥
を
作
る
た
め
、分
別
ル
ー

ル
を
守
り
、生
ゴ
ミ
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
コ
ン
ポ
ス
ト
等
に
よ
り
生
ゴ
ミ
を

自
家
処
理
で
き
る
方
は
除
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

環
境
総
合
推
進
室

（
4
月
か
ら
生
活
環
境
課
）

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
0
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産
学
官
連
携
事
業「
な
か
が
わ
学
」発
表

産
学
官
連
携
事
業「
な
か
が
わ
学
」発
表
会会

　

馬
頭
高
校
普
通
科
1
学
年
、
2
学
年
が
昨
年　

月
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
学
習「
那
珂

11

川
学
」の
学
習
成
果
と
、
帝
京
大
学
経
済
学
部
地
域
経
済
学
科
金
子
ゼ
ミ
の
学
生
が
作
成
し
た

那
珂
川
町
P
R
動
画
の
発
表
会
が
、
2
月　

日
に
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル

15

で
行
わ
れ
、
地
域
住
民
や
関
係
者
約
3
5
0
人
が
学
生
の
提
案
や
考
え
を
、
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

成果発表内容

　

福
島
町
長
か
ら「
今
日
の
発
表
を
機
に
、

自
分
の
町
で
誇
れ
る
も
の
を
町
民
み
ん
な
で

共
有
し
、
誰
も
が
町
の
魅
力
を
答
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」な
ど
の
あ
い
さ
つ

で
始
ま
っ
た
発
表
会
で
は
、
初
め
に
馬
頭
高

校
の
成
果
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

1
学
年
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
講
話

を
聞
い
た
り
、
町
内
の
商
店
や
特
産
品
、
観

光
施
設
な
ど
を
取
材
し
た
り
と
発
表
会
ま
で

に
8
回
の
那
珂
川
学
を
実
施
し
ま
し
た
。
観

光
施
設
や
特
産
品
に
食
レ
ポ
を
交
え
紹
介
す

る
な
ど
町
歩
き
で
み
え
た
こ
と
を
発
表
し
ま

し
た
。
2
学
年
は
、
町
の
農
産
物
直
売
所
を

ビ
デ
オ
で
紹
介
す
る
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

班
、
高
校
の
敷
地
で
あ
る
古
館
遺
跡
を
発
掘

調
査
す
る
班
な
ど
5
つ
の
体
験
活
動
班
に
分

か
れ
て
、
9
回
の
那
珂
川
学
を
学
習
し
ま
し

た
。
同
じ
町
の
中
で
も
、
場
所
に
よ
っ
て
発

掘
さ
れ
る
遺
物
に
違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
の
中
で
住
み
分
け
を
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
歴
史
的
な
こ
と
や
、
竹
細
工
や

刀
づ
く
り
な
ど
、
貴
重
な
文
化
を
継
承
し
て

い
る
人
が
い
る
こ
と
な
ど
机
上
の
学
び
に
加

え
、
多
く
の
体
験
活
動
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ

と
や
考
え
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
4
回
創
造
力
、
無
限
大
∞
高
校

生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
に
参
加

し
た
水
産
科
の
生
徒
は「
故
郷
を
支
え
る
ひ

と
り
に
な
る
た
め
に
も
残
り
の
高
校
生
活
を

含
め
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
、
吸
収
し
、
大
好
き
な
故
郷
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」と
町
の
未
来
を

担
っ
て
い
く
と
い
う
強
い
思
い
を
話
し
ま
し

た
。

　

帝
京
大
学
の
学
生
は
、
若
者
・
地
域
の
外

の
人
と
い
う
視
点
か
ら「
ま
ち
に
元
気
を
取

り
戻
そ
う
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
6
次
産
業

や
馬
頭
温
泉
郷
な
ど
4
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

地
域
住
民
に
取
材
し
た
こ
と
や
観
光
施
設
を

訪
れ
て
、
町
の
P
R
動
画
の
作
成
を
通
し
て

見
え
た
、
地
方
創
生
の
手
が
か
り
を
報
告
し

ま
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
、「
こ
ん
な
と
こ
ろ
あ
っ
た

ん
だ
、
知
ら
な
か
っ
た
」な
ど
の
声
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
え
、
日
常
に
あ
ふ
れ
て

い
る
町
の
魅
力
や
、
地
域
資
源
を
改
め
て
考

え
る
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

講評をす講評をするる
帝京大学 金子教帝京大学　金子教授授

発表会の様子
これまでの活動

馬頭高校
　学年　「那珂川町を紹介する」施設取材発表1
　学年2
①那珂川町地域特産品研究班
～ゆずとコーヒーで町おこし～
②なす風土記の丘学習班「那珂川町の歴史」
～土器・砂金・那須与一・水戸光圀～
③竹細工班～竹細工から那珂川町を見つめる～
④那珂川学刀班～那珂川町出身の刀鍛冶を知る～
⑤那珂川町農産物直売所の紹介～PR動画の作成～
水産科　「起業家精神育成事業」報告
「高校生ビジネスプラン・グランプリ」(セミファイナリスト受賞)プレゼンテーション

帝京大学
①KEATとこれからの小砂
②農が輝く6次産業
③まちに貢献!馬頭高校
④魅力UP!馬頭温泉郷
（PR動画は町ホームページ
http://www.town.tochiginakagawa.lg.jpか
らご覧いただけます）
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2
月　

日
町
長
室
に
お
い
て
、
町
は
馬

13

頭
、
小
川
、
大
内
、
宇
都
宮
東
郵
便
局
と

「
地
域
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
」と
、

「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
那
珂
川
町
と
那

珂
川
町
内
郵
便
局
の
協
力
に
関
す
る
協

定
」の
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
に
お
け
る
高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど

の
見
守
り
や
、
道
路
の
損
傷
や
ご
み
の
不

法
投
棄
な
ど
の
情
報
を
郵
便
局
か
ら
町
に

情
報
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
に
お
け

る
協
力
を
協
定
し
、
ま
た
、
災
害
発
生
時

の
協
定
に
つ
い
て
は
、
避
難
者
情
報
の
相

互
提
供
や
、
避
難
所
に
お
け
る
臨
時
ポ
ス

ト
の
設
置
や
郵
便
物
の
回
収
に
つ
い
て
あ

ら
か
じ
め
協
定
し
た
も
の
で
す
。

　

福
島
町
長
は
、「
全
国
各
地
に
あ
り
一
番

身
近
な
郵
便
局
に
、
災
害
か
ら
見
守
り
ま

で
協
力
し
て
も
ら
え
心
強
い
」と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

4
郵
便
局
と
協
定
締
結

　

大
正
6
年
2
月
1
日
生
ま
れ
の
高
橋
千

代
さ
ん（
小
川
）が
百
歳
を
迎
え
ら
れ
、
福

島
町
長
か
ら
お
祝
い
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

千
代
さ
ん
の
生
き
が
い
は
、「
食
べ
る
こ

と
と
字
を
書
く
こ
と
」と
話
し
、
食
事
は

好
き
嫌
い
な
く
食
べ
、
日
記
を
毎
日
書
い

て
い
る
そ
う
で
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は

塗
り
絵
を
や
る
そ
う
で
、
き
れ
い
に
塗
ら

れ
た
作
品
も
た
く
さ
ん
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
婦
人
会
長
の
時
に
、
婦
人
学
級

で
小
田
代
ヶ
原
に
文
学
散
歩
に
訪
れ
た
時

の
思
い
出
を
、「
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が
き
れ

い
だ
っ
た
。
盆
踊
り
に
も
参
加
し
て
楽
し

か
っ
た
」と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

髙
橋
千
代
さ
ん

百
歳
の
お
祝
い

　

第　

回
栃
木
県
理
科
研
究
展
覧
会
並
び

70

に
発
表
会
の
表
彰
式
が
2
月　

日
に
栃
木

16

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
研
究
を
さ
ら
に
進
め
た「
馬
頭

の
地
層
と
化
石
2
」を
ま
と
め
た
、
馬
頭

中
2
年
の
大
金
優
斗
さ
ん（
大
内
）、
江
連

陸
人
さ
ん（
馬
頭
）、
末
吉
竣
紀
さ
ん（
小

砂
）、
小
椋 
爽  
楽 
さ
ん（
久
那
瀬
）が
展
覧

そ 

ら

会
の
部
で
、
2
年
連
続
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

2
月　

日
、
町
長
室
に
報
告
に
訪
れ
た

21

み
な
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
研
究
を
継
続

し
て
地
質
時
代
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た

い
」「
化
石
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た

い
」「
今
回
採
れ
な
か
っ
た
サ
メ
の
歯
や
ク

ジ
ラ
の
骨
を
見
つ
け
た
い
」と
、
今
後
の

抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

県
理
科
研
究
展
覧
会

馬
頭
中　

2
年
連
続
最
優
秀
賞
受
賞

　

2
月
1
日
、
日
本
損
害
保
険
協
会
か
ら

高
規
格
救
急
自
動
車
1
台
が
寄
贈
さ
れ
、

受
納
式
が
那
珂
川
消
防
署
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
全
国
で
5
台
寄
贈
が
あ
る
中
で
、

1
台
が
那
珂
川
消
防
署
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
県
内
で
は　

年
ぶ
り
で
6
台
目
の
寄

11

贈
と
な
る
そ
う
で
す
。
同
協
会
多
賀
信
彦

会
長
は「
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の

運
用
益
を
活
用
し
、
全
国
の
消
防
本
部
に

救
急
自
動
車
を
寄
贈
し
て
い
る
。
地
域
の

救
急
救
命
活
動
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
高

規
格
救
急
自
動
車
は
、
日
産
パ
ラ
メ
デ
ッ

ク
で
、
従
来
の
救
急
自
動
車
に
比
べ
て
、

広
い
車
内
空
間
で
よ
り
高
度
な
処
置
が
で

き
る
と
い
う
事
で
す
。

高
規
格
救
急
自
動
車
受
納
式

江連さん 小椋さん 大金さん 末吉さん
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馬
頭
高
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
1
年
生
の
薄

井 
一  
真 
さ
ん（
健
武
）、
齊
藤 
昌  
弘 
さ
ん

か
ず 
ま
さ 

よ
し 
ひ
ろ

（
谷
川
）、 
針  
ヶ  
谷 
光
輝
さ
ん（
馬
頭
）、
髙

は
り 

が 

い

橋
直
輝
さ
ん（
小
口
）、
藤
田 
琉  
樹  
也 
さ
ん

る 

き 

や

（
馬
頭
）、
滝
田
和
輝
さ
ん（
小
川
）、
和
泉

直
希
さ
ん（
小
川
）は
、
昨
年　

月
の
レ
ス

11

リ
ン
グ
大
会
栃
木
予
選
会
を
勝
ち
抜
き
、

2
月
3
日
か
ら
東
京
都
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
公
園
総
合
運
動
場
体
育
館
で
開
催
さ
れ

た
、
平
成　

年
度
正
田
杯
第　

回
関
東
高

28

43

等
学
校
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
の
団
体
戦

と
個
人
戦
に
出
場
し
ま
し
た
。
関
東
大
会

出
場
に
向
け
て
、
1
月　

日
に
町
長
室
で

23

激
励
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
の
滝
田
さ
ん
が
、「
馬
頭
高
校
と

那
珂
川
町
を
代
表
し
、
誇
り
を
も
っ
て

戦
っ
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
宣
言

し
、
関
東
大
会
で
は
、
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
力
強
く
戦
い
ま
し
た
。

馬
頭
高
校
レ
ス
リ
ン
グ
部

関
東
大
会
出
場

　

J
A
グ
ル
ー
プ
栃
木
は
、
食
へ
の
関
心

を
高
め
、
食
を
支
え
る
農
の
役
割
に
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
食
育
応
援
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

1
月　

日
、
J
A
な
す
南
い
ち
ご
部
会

26

の
み
な
さ
ん
が
生
産
し
た
、
い
ち
ご
1
3

0
0
食
分
・
2
6
0
0
粒
が
、
町
内
の
各

幼
稚
園
・
小
中
学
校
で
学
校
給
食
と
し
て

提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
小
川
小
学
校
で
は
生
産
者
を

代
表
し
て
、
い
ち
ご
部
会
長
斉
藤
裕
一
さ

ん（
恩
田
）や
町
長
な
ど
関
係
者
と
、
児
童

と
の
会
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は「
甘
く
て
お
い
し
い
」「
い

ち
ご
好
き
だ
か
ら
も
っ
と
食
べ
た
い
」と

笑
顔
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。

那
珂
川
町
産
の
い
ち
ご
が

学
校
給
食
に
登
場

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
雪
山
ハ
イ
キ
ン
グ

が
、
2
月
4
日
か
ら
5
日
の
1
泊
2
日
で
、

国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
雪
山
ハ
イ
キ
ン
グ
に

は
、
町
内
の
小
学
生　

人
が
参
加
し
、
雪

17

山
で
の
活
動
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

1
日
目
は
、
か
ん
じ
き
で
ハ
イ
キ
ン
グ

を
行
い
、「
か
ん
じ
き
を
履
く
と
、
雪
の
中

で
も
す
い
す
い
歩
け
る
」と
初
め
て
の
体

験
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
施
設

内
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
し
た
り
、

熊
撃
ち
名
人
の
話
を
聞
き
、
熊
の
毛
皮
に

触
れ
た
り
、
充
実
し
た
活
動
と
な
り
ま
し

た
。

　

2
日
目
は
、
雪
遊
び
を
行
い
、
そ
り
す

べ
り
や
雪
だ
る
ま
つ
く
り
な
ど
、
み
ん
な

で
雪
の
中
で
の
活
動
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

雪
山
ハ
イ
キ
ン
グ

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526　那須烏山市田野倉６６０－１  

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役　塩野目省三）  

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 
有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

髙橋さん
和泉さん

針ヶ谷さん 藤田さん 薄井さん
西依監督

滝田さん
齊藤さん
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2
月　

日
、
馬
頭
温
泉
保
護
開
発
協
会

16

主
催
の
八
溝
し
し
ま
る
料
理
研
究
会
が
、

南
平
台
温
泉
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
会
員

や
関
係
者
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

20

　

講
習
会
で
は
、
南
平
台
温
泉
ホ
テ
ル
の

廻
谷
正
道
料
理
長
を
講
師
に
迎
え
、
八
溝

し
し
ま
る
の
ロ
ー
ス
、
ヒ
レ
、
も
も
肉
を

使
い
、
西
京
焼
き
や
マ
リ
ネ
、
チ
ー
ズ
鍋

な
ど
の
ジ
ビ
エ
料
理
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

廻
谷
料
理
長
か
ら
は
、「
簡
単
に
料
理
で
き

る
調
理
法
で
、
誰
で
も
食
べ
や
す
い
よ
う

に
、
イ
ノ
シ
シ
独
特
の
臭
み
を
と
る
た
め

に
甘
酒
や
牛
乳
を
使
用
し
た
」と
メ

ニ
ュ
ー
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
、「
臭
み
が
な
く
食
べ
や
す
い
、
お
い
し

い
」と
、
今
後
の
料
理
の
参
考
に
し
て
い

ま
し
た
。

八
溝
し
し
ま
る料

理
研
究
会

　

2
月　

日
午
後
2
時
か
ら
、
国
道
2
9

26

4
号
小
川
湯
津
上
バ
イ
パ
ス（
県
道
福
原

小
川
線
か
ら
国
道
4
0
0
号
ま
で
の
約
2

㎞
の
区
間
）が
開
通
し
ま
し
た
。
開
通
に

先
立
ち
、
開
通
式
と
通
り
初
め
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

開
通
式
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
が
報

告
さ
れ
、
福
田
富
一
栃
木
県
知
事
か
ら

「
開
通
に
伴
い
、
安
全
で
円
滑
な
交
通
が

確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
観
光

交
流
や
地
域
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

く
も
の
と
期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。
与
一
太
鼓
の
勇
壮
な
響

き
で
始
ま
っ
た
通
り
初
め
式
で
は
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
開
披
が
行
わ
れ
、
な

か
ち
ゃ
ん
や
与
一
く
ん
、
と
ち
ま
る
く
ん

も
一
緒
に
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

国
道
2
9
4
号
小
川
湯
津
上

バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
ま
し
た

　

2
月　

日
に
那
珂
川
町
女
性
防
火
ク
ラ

26

ブ
普
通
救
命
講
習
会
が
、
那
珂
川
消
防
署

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
那
珂
川
町
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
が
地
域
に
お
け
る
自
主
救
護
能
力

向
上
の
た
め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

今
回
は
地
域
の
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
約　
50

人
が
参
加
し
、
消
防
職
員
の
指
導
の
も
と
、

応
急
手
当
の
基
礎
知
識
や
心
肺
蘇
生
法
、

A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
使
っ

た
救
命
処
置
に
つ
い
て
講
習
を
受
け
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
、
応
急
手
当
の
流
れ
や
手
順

を
丁
寧
に
確
認
し
、
本
番
を
想
定
し
た
救

命
処
置
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

何
年
か
振
り
に
受
講
し
た
参
加
者
は
、

「
救
命
処
置
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し

た
。
今
後
も
定
期
的
に
受
講
し
た
い
」と

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

那
珂
川
町
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

普
通
救
命
講
習
会

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、（
財
）
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
普
及
広
報
事

業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業
収
入

を
財
源
と
し
て
、
住
民
の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
促
進
し
、
そ
の
健
全
な
発
展

を
図
る
と
と
も
に
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を

目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
川
地
区
山
車
保
存
会
で
は
、
こ
の
助

成
事
業
を
活
用
し
て
、
昭
和　

年
に
製
作

63

し
た
山
車（
1
号
車
）の
車
輪
や
車
軸
を
改

修
し
ま
し
た
。
今
回
、
事
業
費
の
う
ち
、

2
5
0
万
円
が
宝
く
じ
の
助
成
金
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
郷
土
芸
能
の
保
存
継
承

は
も
と
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
さ
ら
な
る
向
上
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

平
成　

年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

２８

山
車
の
車
輪
・
車
軸
改
修
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子育て支援センター ☎0287－96－5223

問い合わせ：子育て支援課　緯0287-92-1115

　センターは、　 歳から就学前のお子さん0
と家族が一緒に遊べる場です。親子のふれ
あい、交流の場、育児相談の場として気軽
にご利用ください。
　利用日時　月曜日～金曜日
　　　　　　午前　時～午後　時9 5

　月17日（金）月17日（金）　　・・　歳児集まれ!!歳児集まれ!!33 22 33
　月月 　日（金）日（金）　　歳児集まれ!歳児集まれ!!!44 77 00
　月14日（金）月14日（金）　　歳児集まれ!!歳児集まれ!!44 11

☆☆おおきおおきくくなったかななったかな??☆☆
　月21日（火）～　月24日（金）まで3 3
身長と体重が測れます。

みんなで
　あそぼう
10：30～

　月12日（水）10：30～11：304
☆お絵描きをしましょう☆

　おうちの方や友達と一緒にお絵描きをして、
楽しく過ごしましょう。
申し込み　　月　日（金）まで4 7

3月 　月22日（水）10：30～11：303
☆おたのしみ会☆

　心地よい春の日差しを感じながら、お弁当を
持ってピクニックに出かけましょう。
持ち物　お弁当、飲み物、レジャーシート
申し込み　　月17日（金）まで3

4月 　月　日（水）10：30～11：304 5
☆みんなであそぼう☆

　おもちゃや絵本で楽しく遊びましよう。
申し込み　　月31日（金）まで3

4月から、子育て支援センターひばり4月から、子育て支援センターひばりがが
オープンします。ぜひ、ご利用くださいオープンします。ぜひ、ご利用ください。。

☎0287-92-230☎0287-92-23011

子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育てててててててててて支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援課課課課課課課課課課子育て支援課 母母母母母母母母母母子子子子子子子子子子保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健係係係係係係係係係係かかかかかかかかかかららららららららららののののののののののおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知らららららららららら母子保健係からのお知らせせせせせせせせせせせ

　　月20日健康管理センターで、国際2
医療福祉大学保健医療学部作業療法学
科作業療法士関森英伸先生を迎え、
「子育てに大切なこと～生活の中で子
どもの成長を促す関わりについて～」
と題し講演が行われました。講演会に
は、日頃から子どもたちと接している、
小学校教諭、保育士ら64人が参加しま
した。
　講演では、子どもを取り巻く支援者
はその子どもを観察しながら、社会不
適応を作らないことが使命であり、支
援が必要な子どもたちを取り巻く環境
を把握し、地域全体で子どもたちを支
える仕組み作りが大切と話しました。

子育て講演会
　那珂川町では、産前・産後の支援のため、保健師との面接を
行ってから母子健康手帳を交付しています。

母子健康手帳の交付について

〈母子健康手帳の受け取り方〉
　妊娠が確定し、病院で妊娠届出書をもらったら、子育て支
援課へ電話で面接日時の予約をしてください。
交付日　平日（土・日・祝日・年末年始は除く）
面接時間
午前　時30分～午後　時の間で、30分～　時間程かかります。8 5 1
面接場所　健康管理センター
持ち物
妊娠届出書、健康保険証、通帳（妊婦さんのもの）、印鑑、マ
イナンバーが分かる書類

　交付の日時については、お電話をいただいた際に調整させて
いただきます。

マタニティクラス～ハローベビー～
　　月はマタニティヨガです。妊娠中のメンタルや体を呼吸法と3
共に整え、穏やかな出産をお手伝いします。ぜひご参加ください。
日時　　月17日（金）　午前10時～11時30分3
場所　健康管理センター
講師　小沢　有紀トレーナー
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なかがわ薬膳日記なかがわ薬膳日記なかがわ薬膳日記なかがわ薬膳日記
地域おこし協力隊　小鮒千文
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　日増しに暖かくなり、春の気配を感じる季節となり
ました。柔らかな陽気に伴い、草もちやおだんご、お
まんじゅうなどおいしい物を食べる機会がより増えた
ことと思います。好きな物を食べると心が満たされ、
幸せな気持ちになれますよね。
　食べることは生活の中で必要な活動ですが、それと
同じように「口の中のお手入れ」も大切な生活習慣です。
お手入れをしているか、していないかで全身の健康に
関わってきます。
●早めの気づきが大切！
　年齢を重ねるにつれて口の働きが低下してくると、
噛む力が弱まったり、だ液が出にくくなって口の中が
不衛生になったり、口臭や誤嚥性肺炎（※）の原因に繋
がります。食べ物がかみにくくなったり、ものが飲み
込みにくくなったりするなど口の働きが低下している
ことに早めに気づき、お手入れをしていきましょう。
　※誤嚥性肺炎とは…食べ物やだ液が食道ではなく気
管に入ってしまうことを誤嚥といい、それによって肺
に細菌が増えて起こる肺炎のことをいいます。誤嚥性
肺炎は高齢者にとって死亡率の高い病気であるため、
誤嚥を防ぐためにも口の中を清潔に保つことは重要に
なってきます。
●口の働きが低下する＝全身に影響を及ぼす
　歯磨きや入れ歯の洗浄、うがいなど手入れをおろそ
かにしていると、口の中が不衛生になったり、食べ物
がおいしくなくなったり、対面を気にして人と話す機
会が減るなどの危険があります。たとえ、からだは動
いても口の働きはどんどん衰えていく状態を「口の寝
たきり」といいます。
　あなたは「口の寝たきり」予備軍ではありませんか？

保健師コラム

問い合わせ
　地域包括支援センター　緯0287-96-2161

　春一番の風が吹き、柔らかな日差しが心地よい時期
になりました。皆さまいかがお過ごしでしょうか。卒
業の　月、これから新たな扉を開くという方も多いの3
ではないでしょうか。
　今月の養生ポイント、解毒とリラックス。冬を乗り
切るために秋から吸収貯蔵モードになっていた体が、
気温の上昇と共に新陳代謝が活発になり余分なモノを
排出する解毒モードに変わる時期です。様々な変化の
ある春は、新たな環境への緊張や急激な温度変化など
ストレスを受け易く、花粉症だ
けでなく風邪などにかかりやす
い状態になるそうです。
　リラックスして新しい年度に
備えましょう。

【基本の養生】
・早寝早起き腹八分目
・よく動き、よく眠る
・食卓は旬の恵みを主役に

こんな人が「口の寝たきり」予備軍！
〇歯を磨く、うがいをする習慣がなく、口の中が不衛生
〇固いものを食べない
〇人と話す機会がない
〇よくむせる
〇口の渇きが気になる
　口の寝たきり状態を放置していると、やがて低栄養
状態、脱水、誤嚥といった「生活全般の質」の低下に繋
がるおそれがあります。「たかが口のこと…」と思うの
は間違いです。
●大切な日々のお手入れ
　口の働きを維持し、高めるためには、日々のお手入
れが重要です。面倒がらずにこまめに行いましょう。
・毎食後の歯磨き…歯ブラシだけでなく、歯間ブラシ、
デンタルフロス（糸ようじ）も使いましょう。
・洗口剤でのうがい…洗口剤（うがい薬）は、すみずみ
まで行き届き、細菌の繁殖を抑えます。歯磨きととも
に習慣にしましょう。
・入れ歯のお手入れ…入れ歯ははずして、丁寧に磨き
ましょう。自分の歯を磨く歯ブラシと、入れ歯を磨く
歯ブラシは必ず分けて使いましょう。
・舌のお手入れ…舌の上についた白い汚れ（ 舌  苔 ）は口

ぜっ たい

臭の原因になります。舌も忘れずに手入れしましょう。
・定期的な検診…入れ歯の調子をみてもらったり、歯
石をとったり、定期的に検診に行き、口の中の健康を
保っていきましょう。
　食事をおいしく、楽しく味わうためにも日々のお手
入れを習慣にしていきましょう。

◇冷えタイプ
　水っぽい鼻水、くしゃみ、鼻がかゆい、冷えがでや
すい方は、体を芯から温めるつもりで養生しましょう。
（おすすめ養生茶）生姜紅茶

◆熱こもりタイプ
　粘りのある鼻水、目や肌のかゆみや充血が出やすい
方は、体内に不要物が滞り熱を発しやすい状態。養生
ポイントは春の苦み食材で体内の不要物のデトックス。
さらに養生茶で身体に必要な水分を補いながら余分な
熱を冷まします。
（おすすめ養生茶）ミント茶、どくだみ茶

～お口のお手入れ、全身元気！～

【3月のおすすめ食材と薬膳茶】
　苦みのある山菜（ふきのとう、セリ、クレソンな
ど）、葉物野菜（菜花、かき菜など）
※苦味は体内の毒素を排出してくれるそうです。
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図書館コーナー図書館コーナー図書館コーナー
ホームページ　http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/40library/index.html

JVCのおはなし会
・　月25日（土）　午後　時～3 2
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　ジュニアボランティアズクラブの方たちが、たのし
い紙しばいや絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、空箱で「シンバルモンキー」を作
ります。

小川図書小川図書館館 馬頭図書馬頭図書館館

たのしい絵本と紙しばいの会
・　月16日（木）・　月　日（木）　午前10時30分～3 4 6
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご参加ください。

高校生ボランティアのおはなし会
・　月19日（日）　午後　時～3 2
・場所　馬頭図書館　児童室
　馬高ボランティア部の方たちがたのしい紙しばいや
絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、厚紙で「ミニお菓子の家」を作り
ます。

小川おはなし会
・　月　日（土）　午前10時30分～4 1
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが絵本を読ん
でくれます。
　おはなしの後は、牛乳パックで「サイコロ」を作り
ます。
※小川おはなし会読み聞かせボランティアを募集して
います。興味のある方は図書館カウンターか、電話で
お問い合わせください。

すこやかヨガサークルすこやかヨガサークルすこやかヨガサークルすこやかヨガサークル
那珂川町

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

参加者募集

春にむけて
始めませんか

中高年向きのやさしいヨガで無理せずゆったり
と体を動かします。みなさん身体の嬉しい変化
を感じ継続されています。
活動日
場　所

その他
問合せ

毎週金曜日10：30～11：45
すこやか共生館　多機能部屋
または小川公民館　和室
費用　￥500／1回
080-1292-2946　飯塚

小川図書館 　月12日～　月15日のお休み3 4
開館時間

平日　午前　時30分9
～午後　時6

土日　午前　時9
～午後　時5

☎0287-96-2335

土金木水火月日
181716 15 141312
25242322212019
4/1313029282726
8765432
15 14131211109 

土金木水火月日
181716 15 141312
25242322212019
4/1313029282726
8765432
15 14131211109 

馬頭図書館 　月12日～　月15日のお休み3 4
開館時間

平日　午前　時30分9
～午後　時6

土日　午前　時9
～午後　時 5

☎0287-92-5015

婦人ボランティアのおはなし会
・　月　日（土）　午後　時～4 8 2
・場所　馬頭図書館　児童室
　婦人ボランティアの方たちがたのしい紙しばいや絵
本を読んでくれます。
　おはなしの後は、牛乳パックで「びゅんびゅんごま」
を作ります。

読書会
・　月12日（水）　午後　時30分～4 1
・テキストは「未定」
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　和やかな雰囲気で語り合っています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。

○
図
書
館
へ

図
書「
九
十
歳
。何
が
め
で
た
い
」　　

松
岡　

広
光
様（
小
砂
）

図
書「
数
学
の
勉
強
法
を
は
じ
め
か
ら
て
い
ね
い
に
」　

匿
名

○
地
域
振
興
基
金
へ

1
万
円　

川
上　

正
元
様（
大
田
原
市
）

1
万
円　

山
宮　

健
寛
様（
東
京
都
千
代
田
区
）

1
万
円　

木
村　
　

聡
様（
大
阪
府
枚
方
市
）

○
福
祉
基
金
へ

　

万
円　

笹
沼　
　

正
様（
小
砂
）

102
万
円　

岡
田　
　

遼
様（
三
重
県
四
日
市
市
）

1
万
円　

小
野　

宏
康
様（
東
京
都
世
田
谷
区
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

2
万
円　

益
子　

和
弘
様（
健
武
1
0
9
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

1
万
円　

匿
名（
5
0
8
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
そ
の
他
事
業
等
へ

タ
オ
ル　

1
0
0
本　

匿
名

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
贈【
2
月　

日
受
付
分
ま
で
】

20
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那珂川町
図書館

一
般
書

『
日
本
飛
び
出
し
く
ん
図
鑑
』

　

全
国
各
地
の
道
端
に

ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で

い
る
、
ユ
ニ
ー
ク
で
不
可

思
議
で
奇
妙
奇
天
烈
な
ヤ

ツ
ら
!「
飛
び
出
し
く
ん
」

を
は
じ
め
、
交
通
安
全
な

ど
人
々
の
無
事
を
願
う
、

面
白
看
板
を
一
挙
公
開
。

◇『
る
る
ぶ
沖
縄‘　

』
17　

J
T
B
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
／
刊

◇『「
学
力
」の
経
済
学
』

　

中
室　

牧
子
／
著

◇『
も
っ
と
！
エ
ン
ジ
ョ
イ
で
き
る
在
宅
医
療
』

　

小
林　

直
哉
／
著

◇『
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
つ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ッ
コ
よ
く
て
心
地
い
い
家
』

　

主
婦
と
生
活
社
／
刊

◇『
が
ん
消
滅
の
罠　

完
全
寛
解
の
謎
』

　

岩
木　

一
麻
／
著

◇『
本
を
守
ろ
う
と
す
る
猫
の
話
』　

夏
川　

草
介
／
著

◇『
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
』
　

田
丸　

雅
智
／
著

◇『
サ
バ
イ
バ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
』　

矢
口　

史
靖
／
著

◇『
人
生
の
踏
絵
』

　

遠
藤　

周
作
／
著

◇『
テ
ロ
リ
ス
ト
の
処
方
』

　

久
坂
部　

羊
／
著

◇『
星
を
つ
け
る
女
』

　

原　

宏
一
／
著

◇『
野
良
猫
を
尊
敬
し
た
日
』

　

穂
村　

弘
／
著

◇『
人
生
の
終
い
じ
た
く　

ま
さ
か
の
、延
長
戦　

』
!?

　

中
村　

メ
イ
コ
／
著

◇『
雪
つ
も
り
し
朝　

二
・
二
六
の
人
々
』

　

植
松　

三
十
里
／
著

◇『
主
君　

井
伊
の
赤
鬼
・
直
政
伝
』　

高
殿　

円
／
著

一
筋
の
川 
炯  
炯 
と
大
枯
野　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　

小
川
の
ぶ
子

け
い 
け
い

お
雑
煮
に
今
年
の
抱
負
の
せ
て
食
む　
　
　
　
　

久
那
瀬　
　

堀
江　

直
子

初
空
や
あ
ま
ね
く
朝
日
八
溝
嶺
へ　
　
　
　
　
　

小　

川　
　

金
井　

和
子

龍
の
玉 
啄 
む 
嘴 
の
動
き
け
り　
　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　

大
高　

松
竹

つ
い
ば 

は
し

赤
黒
く 
男
体
山 
染
め
し
寒
夕
焼　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　

鶴
川　

良
子

な

ん

た

い

露
天
湯
の
垣
根
に
積
も
る
雪
明
り　
　
　
　
　
　

矢　

又　
　

菊
池　

君
子

◇
『
ぼ
く
は
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
』

　

メ
ラ
ニ
ー
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ
／
著

◇
『
よ
う
か
い
び
っ
く
り
ハ
ウ
ス
』
　

中
尾　

昌
稔
／
著

◇
『
き
ょ
う
の
お
や
つ
は
な
ん
だ
ろ
な
?
』

　

ふ
じ
も
と　

の
り
こ
／
著

◇
『
わ
か
れ
の
こ
と
ば
』

　

阪
田　

寛
夫
／
著

◇
『
き
ょ
う
は
た
ん
じ
ょ
う
び
』

　

中
川　

ひ
ろ
た
か
／
著

◇
『
だ
ん
ご
屋
政
談
』

　

春
風
亭　

一
之
輔
／
著

◇
『
お
ば
け
の
ア
ッ
チ　

お
し
ろ
の
ケ
ー
キ
』

　

角
野　

栄
子
／
著

◇
『
ハ
ル
チ
カ　

退
出
ゲ
ー
ム
』
　

初
野　

晴
／
著

◇
『
き
み
に
聞
い
て
ほ
し
い
』
　

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
／
述

◇
『
こ
ど
も
孫
子
の
兵
法
』

　

齋
藤　

孝
／
監
修

◇
『
た
だ
し
い
も
ち
か
た
の
絵
本
』

　

W
I
L
L
こ
ど
も
知
育
研
究
所
／
編

◇
『
や
な
せ
た
か
し−

伝
記
を
読
も
う−

』

　

中
野　

晴
行
／
著

◇
『
は
じ
め
て
の
釣
り
』
　

上
地　

優
歩
／
ま
ん
が

◇
『
み
て
み
て
!
び
っ
く
り
あ
や
と
り
』

　

有
木　

昭
久
／
著

児
童
書

　

初
代
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
か
ら

オ
ー
ブ
ま
で
、
ウ
ル
ト
ラ
戦

士
の
ひ
み
つ
を
ま
と
め
た
図

鑑
。
テ
レ
ビ
・
映
画
の
ス

ト
ー
リ
ー
や
バ
ル
タ
ン
星
人

な
ど
怪
獣
・
宇
宙
人
も
多
数

収
録
。

『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
大
図
鑑
D
X
』

関　

将
／
著

ポ
プ
ラ
社
／
刊

俳　

句

　

紙
面
の
都
合
上
、
新
着
資
料
の
紹
介
は
、
一
部
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
新
着
図
書
の
検
索
が

で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.e-tosho.com

/nakagaw
a/P
C
/

P
C
00301.aspx

水
枕
入
れ
る
母
の
手
温
か
い 

馬　

頭　
　

稲
沢　

誠
一

泣
き
虫
と
い
わ
れ
て
い
た
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン 

小　

砂　
　

松
岡
ヒ
ロ
シ

枕
木
が
黙
っ
て
耐
え
て
い
る
過
疎
化 

大　

内　
　

郡
司　

正
幸

意
地
悪
は
嫌
い
優
し
い
人
が
好
き 

小　

川　
　

平
澤　

照
雄

赤
ち
ゃ
ん
の
枕
ミ
ル
ク
の
に
お
い
す
る 

馬　

頭　
　

阿
久
津
紀
子

蕎
麦
打
ち
の
道
具
厨
に
あ
く
び
す
る 

谷　

田　
　

岡
崎　

甫
子

お
か
え
り
と
返
事
が
な
く
て
も
犬
が
ワ
ン 

馬　

頭　
　

河
原　

美
之

川　

柳

毎
年
の
よ
う
に
人
口
減
る
町
に
空
き
家
の
数
は
増
え
続
く
な
り

　

小　

川　
　

平
澤　

照
雄

創
始
者
の
意
気
に
魅
せ
ら
れ
三
十
年
吾
子
鹿
児
島
の
勤
務
動
か
ず（
京
セ
ラ
）

　

小　

川　
　

古
澤　
　

實

北
風
も
南
の
風
も
避
け
ら
れ
ぬ
場
所
を
変
え
ゆ
く
今
日
の
干
し
物

　

大　

内　
　

薄
井　

キ
イ

青
春
の
思
い
出
き
ら
き
ら
語
り
合
ふ
友
ひ
と
り
逝
き
老
い
深
み
ゆ
く

　

馬　

頭　
　

藤
田　

文
代

パ
ー
マ
屋
の
二
羽
の
イ
ン
コ
の「
は
な
し
」聞
き
今
日
も
良
い
こ
と
一
つ
あ
っ
た
と

　

馬　

頭　

五
月
女
ト
ミ
ノ

短　

歌
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那
珂
川
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

　

町
で
は
、
地
域
外
か
ら
意
欲
あ
る
人
材
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
、
新
た
な
視
点
や
発
想

力
に
よ
り
、
埋
も
れ
て
い
る
資
源
の
発
見
や

既
知
の
資
源
を
見
直
し
、
地
域
の
潜
在
能
力

を
十
分
に
引
き
出
す
こ
と
で
地
域
活
性
化
を

図
ろ
う
と
、
国
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度

を
活
用
し
、
現
在
6
名
の
隊
員
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

隊
員
の
活
動
を
広
く
住
民
の
皆
様
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

3
月　

日（
火
）　

午
後
7
時
か
ら

28

場
所

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

多
目
的
集
会
室

内
容

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
内
容
の
発
表　

及
び
意
見
交
換

申
し
込
み

必
要
あ
り
ま
せ
ん（
先
着　

名
・
先
着
以
外
の

80

方
は
立
ち
見
席
と
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
4

平
成　

年
度

29

メ
ン
バ
ー
ズ
ら
く
ら
く
倶
楽
部

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

1
人
で
は
な
か
な
か
運
動
が
続
か
な
い
…

　

運
動
を
始
め
て
み
た
い
け
ど
…

　

私
た
ち
と
一
緒
に
運
動
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

　

運
動
を
通
じ
て
、
会
員
同
士
の
親
睦
、
健

康
維
持
・
増
進
な
ど
を
目
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
て
月
1
～
3
回
の

活
動
を
し
て
い
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
8
8

　

平
成　

年
4
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

26

消
費
税
引
き
上
げ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た

め
の
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

平
成　

年
1
月
1
日
時
点
に
、
那
珂
川
町

28

に
住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成　

年
度
の
住

28

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。（
た
だ

し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族
等

に
な
っ
て
い
る
方
や
生
活
保
護
を
受
給
し

て
い
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

支
給
額

対
象
者
1
人
に
つ
き
、
1
5
0
0
0
円

申
請
期
間

3
月　

日（
水
）か
ら
6
月　

日（
金
）ま
で

22

30

（
土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
は
除
く
）

支
給
対
象
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
、

3
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

※
必
要
な
書
類
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
と

　

併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
付
場
所

3
月　

日
～　

日

22

24
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

3
月　

日
～　

日　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

27

31

※
右
記
の
期
間
以
外
は
、
健
康
福
祉
課
、

　

総
合
窓
口
課
で
受
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

緯
0
2
8
7（
9
2
）1
1
1
9

臨
時
福
祉
給
付
金
の
お
知
ら
せ

日　程3月22日
（水）

3月23日
（木）

3月24日
（金）

3月27日
（月）

3月28日
（火）

3月29日
（水）

3月30日
（木）

3月31日
（金）

場　所小川総合福祉センター健康管理センター

午前
　時～9
12時

　区1
　区2

　区5
　区6

10区
11区
12区

新町
室町
南町

健武
矢又

久那瀬
松野
富山

大山田下郷
大山田上郷
小砂

全地区

午後
　時～1
　時4

　区3
　区4

　区7
　区8
　区9

13区
14区

田町　〜　1 4
片根

和見
小口
北向田

盛泉
谷川
大内
大那地

全地区全地区

日
程
表
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まんがアート科　年　水田　葵さん1

宇都宮メディア・アーツ専門学校
4コマ漫画

「青少年海外体験学習」

青
少
年
健
全
育
成
町
民
大
会

開
催
日

3
月　

日（
金
）～
4
月
2
日（
日
）（
那
珂
川

31

町
は
4
月
1
日
実
施
の
第
2
ス
テ
ー
ジ
の

コ
ー
ス
に
設
定
）

主
催

N
P
O
法
人
ツ
ー
ル
・
ド
・
と
ち
ぎ
の
会

出
場
チ
ー
ム

宇
都
宮
ブ
リ
ッ
ツ
ェ
ン
、
那
須
ブ
ラ
ー
ゼ
ン
、

県
選
抜
を
含
め
、
国
内
外
合
計
で　

チ
ー
ム

15

（
選
手　

人
）が
出
場
予
定

90

ツ
ー
ル
・
ド
・
と
ち
ぎ
第
2
ス
テ
ー
ジ

期
日　

4
月
1
日（
土
）

走
行
距
離　

1
0
2
㎞
（
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

も
て
ぎ
～
道
の
駅
那
須
高
原
友
愛
の
森
）

栃木県立南那須
特別支援学校

222

222

栃木県なかがわ水遊園栃木県なかがわ水遊園栃木県なかがわ水遊園

大日堂大日堂大日堂

ふるさとの
森公園
ふるさとの
森公園
ふるさとの
森公園

温泉公園温泉公園温泉公園

那珂川町立馬頭西小那珂川町立馬頭西小那珂川町立馬頭西小

那珂川町小川庁舎那珂川町小川庁舎那珂川町小川庁舎

立野公民館立野公民館立野公民館

羽黒神社羽黒神社羽黒神社

馬頭ゴルフ倶楽部馬頭ゴルフ倶楽部馬頭ゴルフ倶楽部

大内郵便局大内郵便局大内郵便局

女体山女体山女体山

那珂川町那珂川町那珂川町

栃木県立馬頭高栃木県立馬頭高栃木県立馬頭高

シボレックスシボレックスシボレックス

富山多目的集会所富山多目的集会所富山多目的集会所

大桶
運動公園
大桶
運動公園
大桶
運動公園

長泉寺長泉寺長泉寺

白久公民館白久公民館白久公民館

烏山城CC烏山城CC烏山城CC

那須いなか村
オートキャンプ場
那須いなか村
オートキャンプ場
那須いなか村
オートキャンプ場

ジュンクラシック
カントリークラブ
ジュンクラシック
カントリークラブ
ジュンクラシック
カントリークラブ

（株）三森製作所（株）三森製作所（株）三森製作所那須烏山市立江川小那須烏山市立江川小那須烏山市立江川小

医療法人社団
誠和会 高野病院
医療法人社団
誠和会 高野病院
医療法人社団
誠和会 高野病院

那珂川町役場那珂川町役場 高鳥山高鳥山高鳥山

いわむらかずお
絵本の丘美術館
いわむらかずお
絵本の丘美術館
いわむらかずお
絵本の丘美術館

道の駅
ばとう
道の駅
ばとう
道の駅
ばとう

那珂川那珂川那珂川

那須烏山市立
七合小学校
那須烏山市立
七合小学校
那須烏山市立
七合小学校

㈱那須ニコン㈱那須ニコン㈱那須ニコン

混雑が
予想されます

那那那

混雑が
予想されます

混雑が
予想されます

N

1km

10:20頃～11:10頃
旭交差点 ～ 富谷橋東

10:25頃～11:15頃
富谷橋東～都橋交差点

10:35頃～11:30頃

都橋交差点～
　　　　  佐良土交差点

下馬頭

旭町

小口
辻町

北向田

小川支所西

上町

舟戸

中の原

佐良土

若鮎大橋西

都橋

久那瀬

3上大桶

松野

4

1

2大桶

富谷橋富谷橋富谷橋

5

栄町

25

233

222

27

27

232

233

52

52

224

224
275

232

52

275

298

298

285

25

293

294

293

293

294

294

400

461

293

至
富
谷
橋

那須烏山市立
七合小学校

七合郵便局

大桶

至
久
那
瀬
交
差
点

(株)みらい

美容室
ユミ

金星
モナコプラザ

わたや菓子店

辻町 舟戸

294

52

小川支

栄町

2(株)オンダマテリアル

(株)カンセキ小川店

カワチ薬局小川店

交番

222

大桶

2 1

3

（株）吉野工業所

上町

拡大図

52

5

至中の原交差点

郡司農機店修理工場

ファミリーマート
那須那珂川店

上町

八溝大橋八溝大橋

久那瀬

上大桶

4

3

294

294

294

294

294

285

52

52

町
内
の
コ
ー
ス

那
須
黒
羽
茂
木
線
→
町
道
永
畑
川
崎
線
→
一

般
国
道
2
9
3
号
→
一
般
国
道
2
9
4
号

　

町
内
の
通
過
時
間
は
、
午
前　

時　
10

20

分
～　

時　

分
頃
を
予
定
し
て
お
り
、

11

30

そ
の
前
後
の
時
間
帯
道
路
が
通
行
止

め
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

ツ
ー
ル
・
ド
・
と
ち
ぎ
実
行
委
員
会

　

緯
0
2
8（
6
8
0
）6
8
6
0

　

県
地
域
振
興
課

　

緯
0
2
8（
6
2
3
）2
2
5
7

　

生
涯
学
習
課

　

緯
0
2
8
7（
9
6
）2
1
1
6

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
と
ち
ぎ
」開
催

交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成　

年
度
那
珂
川
町
青
少

28

年
健
全
育
成
町
民
大
会
が
2
月

　

日
に
小
川
総
合
福
祉
セ
ン

19タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
で
は
、
青
少
年
育
成
協

会
役
員
を
長
年
務
め
た
方
々
な

ど
に
青
少
年
健
全
育
成
功
労
表

彰
と
感
謝
状
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
報
告
で
は
、
8
月
に
行

わ
れ
た
「
子
ど
も
会
わ
く
わ
く

体
験
キ
ャ
ン
プ
」
活
動
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
落
語
家
の
桂
ぽ
ん

ぽ
娘
さ
ん
に
よ
る
「
い
じ
め
ら

れ
っ
子
か
ら
の
克
服
～
生
き

る
っ
て
何
だ
ろ
う
～
」
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ぽ
ん
ぽ
娘

さ
ん
の
小
中
学
生
の
頃
の
体
験

か
ら
、「
い
じ
る
＝
い
じ
め
に

な
る
と
い
う
感
覚
を
知
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
は
「
寿
限
無
」
の
落
語

も
披
露
し
、
講
演
が
終
了
し
ま

し
た
。
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ケーブルテレビからのお知らせ
愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

3月1日よりデータ放送サービスが新しくなりました。
　テレビのリモコンのdボタンで、各種コンテンツがご覧いただけます。
　町からのお知らせやゴミ出しカレンダー、天気予報など最新情報が盛りだくさんです。
　生活に密着した町の情報を、なかTV（11チャンネル）のデータ放送からご覧ください。詳しくは、ケーブル
テレビ放送センターにお問い合わせください。

愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

ケーブルテレビ利用料の減免サービスをご存知ですか？
　ケーブルテレビ基本利用料（1,600円／月）が、申請により減免になる場合があります。下記の方が減免対象
となりますので、お気軽にお問い合わせください。

高齢者世帯
○　世帯主70歳以上
配偶者・同居者65歳以上

○　世帯員全員が非課税
全額免除（月額1,600円全額）
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

ひとり暮らしの高齢者
○　65歳以上70歳未満
○　本人非課税

半額免除（月額800円減額）
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

障害者世帯
○　ご家族に障害者手帳をお持ちの方がいる
○　世帯員全員が非課税

全額免除（月額1,600円全額）
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

視聴覚又は重度障害者
○　障害者本人が世帯主かつ加入者

半額免除（月額800円減額）
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

※重度障害者とは、障害等級が　級又は　級に該1 2
当する方です。

※インターネット接続サービスやCS有料放送などのオプションサービスは減免になりません。

申し込み・問い合わせ
ケーブルテレビ放送センター

☎0287-92-1121
 0120-227-445
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　手話を学びたい方、手話ボラン
ティア活動をしたい方、手話通訳者
を目指す方を対象に、手話奉仕員を
養成する講座の受講生を募集します。
対象者　手話の学習経験のない方
開催日　平成29年4月13日～平成30
年3月8日の毎週木曜日（全40回）
（5/4，8/17，9/21，10/19，10/26，
11/23，12/28，1/　は休み）4
時間　各回午前10時～12時
場所　馬頭総合福祉センター研修室
（那須烏山市と共同開催）
募集人数　10名（先着順）
※申込みが5名に満たない場合は開
催いたしませんので、ご了承くださ
い。
受講料　無料（テキスト代3,240円は
自己負担、後日徴収）
申込期限　3月21日（火）
申込時に必要なもの　印鑑
申し込み　健康福祉課社会福祉係ま
たは総合窓口課福祉係
問い合わせ
健康福祉課　緯0287-92-1119

平成29年度手話奉仕員養成講座
の受講生を募集します

家賃（円）間取り戸
数住宅名区

分
22,800～

33,900
3DK1

戸大宝地住宅町
営

7,700～
11,400

3K1
戸谷田住宅町

営
4,900～

7,300
2K1

戸薬利住宅町
営

対象者
・食卓を彩る多くの野菜を小さな種
からコツコツ育ててみたい方!
・自分で育てた野菜を食べる喜びを
感じたい方!など大歓迎です。
場所　那珂川町小川（舟戸）
まほろばの湯湯親館西側
区画　30区画（1区画30㎡）
利用料　1区画年5,000円
利用期間
4月1日から1年間（更新可）
無料で利用できる施設等
堆肥、管理機、農具、灌水用水道
申込方法　農林振興課備え付けの申
込書か、町ホームページから申込書
をダウンロードして提出（郵送可）
http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp
申し込み・問い合わせ
農林振興課　緯0287-92-1113

手作り野菜で家族団らん!
「まほろば農園」利用者募集

町営住宅
入居者募集のお知らせ

募集期間
3月17日（金）まで
その他
申込方法、入居資格等の詳細は、お
問い合わせください。
問い合わせ
建設課　緯0287-92-1118

日時　　月13日（木）4
午後　時30分～　時30分1 4
会場　トコトコ大田原　階市民交流3
センター
定員　18名（事前予約制）
対象者
那珂川町、大田原市、那須塩原市、
那須町、矢祭町、大子町の住民
内容
栃木県弁護士会に所属する弁護士
（2名）が相談に応じます。
※相談時間は、1人20分
申し込み
4月6日（木）から12日（水）までに、下
記まで電話にてご予約ください。定
員になり次第、受付は終了します。
問い合わせ
大田原市総合政策部総務課
総務法規係　緯0287-23-1111

八溝山周辺地域定住自立圏の
広域無料法律相談のお知らせ

不動産の鑑定評価に関する
無料相談会開催のお知らせ

　「日本不動産鑑定士協会連合会」で
は　月　日を「不動産鑑定の日」と定4 1
めて、各都道府県不動産鑑定士協会
による無料相談会が開催されます。
相談項目　不動産（土地・建物）の価
格、地代、家賃、借地権の価格等
日時　　月　日（水）4 5
午前10時～午後　時3
会場　宇都宮市役所14B会議室
問い合わせ　（公社）栃木県不動産鑑
定士協会　緯028-639-0556

家内労働委託状況届の提出を
お願いします

　家内労働者（内職者）へ業務を委託
した場合には遅滞なく、それ以後は
毎年　月　日現在の委託状況につい4 1
て、　 月30日までに労働基準監督署4
を経由して栃木労働局に委託状況届
を提出することが定められています。
詳しくは、下記までお問い合わせく
ださい。
問い合わせ
栃木労働局労働基準部賃金室
緯028-634-9109

※町営住宅の家賃は所得に応じて、
決定します。

地方創生と学校の果たす役割を
考える町民集会

　少子化が進むなか、馬頭高校では
生徒数も減り、存続が心配されてい
ます。これまで町の発展に大きな働
きをしてきた馬頭高校を、これから
も町民の手で盛り上げようとする集
会です。
テーマ
メインテーマ
「地方創生と学校の果たす役割」
サブテーマ
「地域に根差した馬頭高校の役割」
日時
　月16日（日）午後　時30分～　時4 1 4
会場
小川総合福祉センターあじさいホール
内容
・馬頭高校紹介VTR放映
・トークショー
講師　嶋　均三氏（馬頭高校卒業
生・那珂川町ふるさと大使）
演題「方言よもやま話」（思い出を
交えて）

・パネルディスカッションなど
問い合わせ
馬頭高校を考える会事務局
緯0287-92-8028（大金）
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那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

★お知らせ★
都合により予告なく番組を
変更する事があります。

EPGでの確認をお願いします。

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

番　組　名時　間
NewsなかがわTOWN 5:30

文字放送
 6:00
 6:30

NewsなかがわTOWN 7:00
文字放送 7:30

なかTVチョイス 8:00
文字放送 8:30

NewsなかがわTOWN 9:00
文字放送 9:30

栃木県提供番組
10:00
10:30

NewsなかがわTOWN11:00

文字放送
11:30
12:00

NewsなかがわTOWN12:30
文字放送13:00

企画番組・文字放送
13:15
13:30

文字放送
14:15
14:30

NewsなかがわTOWN15:00
文字放送15:30

なかTVチョイス16:00
文字放送16:30

赤ちゃんがいっぱい／JAXA番組17:00
THE　MAKING17:30
スポサイ18:00

企画番組・文字放送
18:30
19:00

NewsなかがわTOWN19:30
文字放送20:00

栃木県提供番組
20:15
20:30

NewsなかがわTOWN21:15
文字放送21:45

企画番組・文字放送
22:00
22:30

NewsなかがわTOWN23:00
文字放送23:30

なかTVチョイス 0:00
文字放送 0:30

NewsなかがわTOWN 1:00
文字放送朝まで

番　組　名日　付
町文化協会音楽部
合同コンサート（前編／後編）

3／13～
3／19

まほろば太鼓打ち初め式3／20～
3／26

小川中学校卒業式3／27～
4／2

馬頭中学校卒業式4／3～
4／9

産学官連携事業
「なかがわ学」発表会

4／10～
4／16

　ゆりがねの湯（温泉・レストラン）
リニューアルに伴い、下記の日程で
休業します。
温泉　　月31日（金）～　月上旬3 4
レストラン
　月27日（月）～　月上旬3 4
　オープンの日時については、後日
ケーブルテレビ及び音声告知器にて
お知らせいたします。
　ご不便をおかけしますが、ご理解
くださるようよろしくお願いいたし
ます。
問い合わせ
ゆりがねの湯　緯0287-92-3023
商工観光課　緯0287-92-1116

　県内外の各地を訪ねて歩き、自己
の知識を高めながら仲間づくりをし
ませんか？　時間程度歩行が可能な1
方であれば、誰でも参加できます。
活動計画
年間10回程度（宿泊　回含む）1
年会費　3,000円
※参加費はその都度徴収
講師　桑野　正光氏
（元那珂川町教育長）
募集　40名（先着順）※年間活動に
おおむね　割参加できる方8
申し込み締め切り　　月31日（金）3
申し込み・問い合わせ
渡辺　恵子（会長） 緯0287-96-2668
生涯学習課　緯0287-96-2116

※3／27から「赤ちゃんがいっぱい」
は「JAXA番組」に変更となります。

★ケーブルテレビ企画番組

「ゆりがねの湯」休業の
お知らせ

平成29年度
「那珂川町文学歴史散歩の会」

会員募集のお知らせ

●平成28年度巡回展「栃木の遺跡」
期間　　月　日（日）まで4 2
場所　第一会場：那珂川館

第二会場：湯津上館
●解説員養成講座「古代なす学入門」
受講生の募集について
　歴史への関心を高め、理解を深め
てもらうために、　 年を通して様々1
な講座を行います。資料館周辺の史
跡見学や古代米・土器づくり、講演
会などのプログラムです。ぜひ一緒
に学んでみませんか。
対象　那須の歴史に興味があり、開
催する講座に参加できる方（※小学
生以下は保護者と参加ください。）
定員　20名（先着順）
期間
　月から翌年　月までの計12回4 3
※全12回のうち、　 回以上受講され8
た方には修了書を授与し、希望者を
当館の歴史解説員に登録します。
第　回開催日時　　月22日（土）1 4
午前　時30分～正午まで9
内容　開講式・体験研修（火おこし・
勾玉づくり）　　受講料　適宜
受付期限　　月20日（木）まで4
申し込み・問い合わせ
なす風土記の丘資料館
緯0287-96-3366　俊0287-96-3340

なす風土記の丘資料館
からのお知らせ

　町内に伝わる古文書をもとに、古
文書の読み方や内容などわかりやす
く解説します。
日時　　月～翌年　月の毎月第　水4 3 3
曜日午後　時30分～1
場所　馬頭郷土資料館　会議室
講師　深澤　福二氏（町文化財保護
審議会委員）
受講料　無料
定員　20名（先着順）
申し込み・問い合わせ
馬頭郷土資料館　緯0287-92-1103

平成29年度古文書講座
受講生募集について

「緑の交流館」（大那地）は、3月末
日で宿泊利用を終了し、4月から
は、日帰り利用のみとなります。
問い合わせ
農林振興課　緯0287-92-1113
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こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
稲
垣
侑
子
で
す
。
3
月
で

任
期
が
終
了
し
卒
業
と
な
り
ま
す
。

3
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た

が
、
沢
山
の
人
に
支
え
ら
れ
素
晴

ら
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
と
て
も
1
0
0
0
文
字

で
は
語
り
切
れ
な
い
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

埼
玉
県
所
沢
市
か
ら
名
前
の
知

ら
な
い
町
に
移
住
す
る
と
な
っ
た

時
、
私
よ
り
も
周
り
の
人
が
私
に

は
、
田
舎
生
活
は
で
き
な
い
だ
ろ

う
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
私
自

身
は
、
田
舎
で
制
作
活
動
を
す
る

と
い
う
憧
れ
が
あ
り
、
地
元
を
離

れ
る
事
に
ワ
ク
ワ
ク
し
た
感
情
が

あ
り
ま
し
た
。

　

大
学
院
を
卒
業
し
た
時
で
し
た
。

彫
刻
を
専
攻
し
て
い
て
学
生
上
が

り
の
私
は
将
来
へ
の
不
安
は
あ
り

ま
し
た
が
、
何
と
か
こ
の
町
で
一

旗
揚
げ
て
や
る
！
と
い
う
熱
い
意

気
込
み
で
那
珂
川
町
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
慣
れ
な
い
事
、
大
変

だ
っ
た
事
は
あ
り
ま
し
た
が
振
り

返
る
と
全
部
素
敵
な
思
い
出
と
な

り
、
い
い
事
し
か
思
い
出
せ
ま
せ

ん
。
那
珂
川
町
に
赴
任
し
た
タ
イ

ミ
ン
グ
が
よ
か
っ
た
と
つ
く
づ
く

感
じ
ま
す
。「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」に
登
録
さ
れ
た
小
砂
地
区
の

方
々
の
士
気
は
高
く
、
不
安
の
一

つ
だ
っ
た
、
地
域
に
受
け
入
れ
ら

れ
ず
自
分
ひ
と
り
で
町
お
こ
し
す

る
と
い
う
よ
う
な
空
回
り
す
る
感

覚
が
皆
無
だ
っ
た
事
。
共
有
す
る

目
標
が
あ
る
人
達
の
中
で
、
仕
事

が
で
き
る
事
で
、
私
も
本
気
で
仕

事
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
那
珂
川
町
で
は
私
の
小

さ
な
夢
だ
っ
た
事
を
小
さ
く
叶
え

ら
れ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
企
画
す
る
事
が
好
き
で
す
。

小
砂
地
区
の
方
々
の
多
大
な
る
協

力
の
お
か
げ
で
任
期
中
に
、
沢
山

の
企
画
を
実
行
し
、
夢
を
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
人
生
こ
ん
な
素
敵
な
方
々
に

囲
ま
れ
て
、
企
画
を
実
現
で
き
る

ほ
ど
甘
く
な
い
と
は
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
自
分
の
企
画
を
実

現
す
る
エ
ク
ス
タ
シ
ー
を
覚
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。
作
品
を
制
作
す

る
感
覚
と
同
じ
で
す
。
た
ぶ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
こ
の
感
覚
を
追
い
求

め
て
生
き
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

卒
業
を
も
ち
ま
し
て
那
珂
川
町
を

去
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
寂
し
く

て
悲
し
い
で
す
。
文
章
を
書
き
な

が
ら
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

正
直
、
卒
業
後
不
安
で
し
ょ
う

が
な
い
で
す
。
で
す
が
、
那
珂
川

町
に
初
め
て
き
た
時
の
感
覚
を
忘

れ
ず
に
、
新
天
地
に
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
が
那
珂
川
町
で
し
て
き
た
こ

と
は
す
ぐ
に
忘
れ
ら
れ
、
過
ぎ

去
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
爪
痕
は
残
し
た
つ
も
り
で

す
。
ボ
ソ
ッ
と 
我  
儘 
を
言
い
ま
す
。

わ
が 
ま
ま

お
母
ち
ゃ
んC

afé

が
ず
っ
と
続

い
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
。
皆
さ

ん
と
一
緒
に
地
域
お
こ
し
で
き
た

事
、
忘
れ
ま
せ
ん
。
私
の
励
み
に

な
り
ま
し
た
。

　

那
珂
川
町
の
住
民
の
方
々
、
役

場
の
方
々
、
同
じ
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
仲
間
達
、
小
砂
地
区
の

方
々
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
言

葉
で
伝
え
き
れ
な
い
で
す
が
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
遊
び
に
来
ま
す
。
那
珂
川
町

が
大
好
き
で
す
！

地
域
お
こ
し

協
力
隊

奮
闘
記

（

）

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

1
月　

日
～
2
月　

日

21

20

受
付
分　
　
　

敬
称
略

益
子　

つ
ぎ　
（　

）　

馬　

頭

93

緑
川　
　

武　
（　

）　

馬　

頭

76

新
垣　

敦
子　
（　

）　

馬　

頭

45

渡
邉　

敬
一　
（　

）　

馬　

頭

95

大
森　

武
男　
（　

）　

馬　

頭

86

佐
藤　

道
子　
（　

）　

馬　

頭

84

橋
本
千
鶴
子　
（　

）　

馬　

頭

73

星　
　

光
男　
（　

）　

健　

武

88

菊
池
惠
久
子　
（　

）　

矢　

又

70

大
金　

ヤ
ノ　
（　

）　

小　

口

78

郡
司　

順
一　
（　

）　

久
那
瀬

79

小
川　

和
夫　
（　

）　

松　

野

89

小
幡　

フ
ミ　
（　

）　

松　

野

92

桑
原
マ
ツ
エ　
（　

）　

松　

野

90

佐
藤　
　

栄　
（　

）　

盛　

泉

55

岡　
　

一
德　
（　

）　

盛　

泉

84

星　
　

敏
美　
（　

）　

盛　

泉

91

大
森　

京
子　
（　

）　

大
那
地

64

佐
藤
三
千
代　
（　

）
大
山
田
下
郷

88

木
村　

カ
ツ　
（　

）
大
山
田
上
郷

86

髙
野
ス
ミ
イ　
（　

）　

小　

砂

74

庄
司　

一
則　
（　

）　

小　

砂

53

小
祝　

ヒ
デ　
（　

）　

小　

川

87

鈴
木　
 

男　
（　

）　

白　

久

74

小
森　

豊
子　
（　

）　

三　

輪

90

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
）（
住
所
）

（
氏　

名
）
（
年
齢
）（
住
所
）

3月　日現在の人口1
（住民基本台帳）

男
女
計

世帯数

人（− １１）
人（− ７）
人（− １８）
（− ４）

８,６９１
８,４４５
１７,１３６
６,０９６

（　）内は前月との比較
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第138回

企画展　徳力富吉郎と広重の「冨士三十六景」

　2013年、日本最高
峰を誇る富士山は文化
遺産「富士山―信仰の
対象と芸術の源泉」と
して世界遺産に登録さ
れました。今回は自然
物である富士山がなぜ

文化遺産に登録されたのか、二つの作品からその理由の
一部を見ていきましょう。
　登録名に「信仰の対象」とあるように、富士山は古くか
ら霊峰として信仰され、 徳  力  富  吉  郎 の「冨士三十六景ノ

とく りき とみ きち ろう

内　冨士山頂上（ 浅  間  社 
せん げん しゃ

 奥宮 ）」でもその信仰が描かれま
おくのみや

した。富士山 本  宮  浅  間  大  社 では富士山を
ほん ぐう せん げん たい しゃ

 浅間 
あ さ ま の

 大神 として
おおみかみ

祀り、富士山山頂には図のように奥宮があります。火山
活動が沈静化した11世紀以降、山頂を目指し登る信仰
が盛んとなり、やがて登山道として開かれていきます。
徳力富吉郎も実際登って描いたのか、図でも鳥居や社殿
など富士山信仰を感じさせる描写が見えます。
　信仰から富士山は宗教画として描かれましたが、江戸
時代以降は葛飾北斎の「冨嶽三十六景」をはじめ富士山そ
のものや風景として数多く描かれるようになります。さ
らに、これら作品は国内だけでなくゴッホの絵画など海
外の芸術作品にも影響を与えました。歌川広重による「冨
士三十六景　駿河三保之松原」もその一つと言えるで
しょう。図に描かれる三保松原は駿河湾沿いに広がる白
砂青松の景勝地であり、羽衣伝説や和歌、謡曲で親しま
れました。登録された25の資産のうち最南端でしたが、
一時は除外勧告を受けました。しかし、本図をはじめ
15世紀以降には三保松原越しに望んだ富士山を描いた
作品が多く生まれ、富士山の芸術作品の典型となった点
から晴れて登録となったそうです。
　徳力富吉郎と歌川広重が描いた冨士三十六景は、富士
山の長く続く信仰や芸術を感じ取れるシリーズです。今
回は文化遺産として世界遺産に登録された理由のほんの
一部しかご紹介できませんでしたが、展覧会を通して富
士山の芸術文化を感じて頂けたら幸いです。

馬頭広重美術館　学芸員　山内　れい

徳力富吉郎
「冨士三十六景ノ内　冨士山頂上（浅間社奥宮）」

第12回　那珂川町版画コンクール

※（　）は20名以上の団体料金。
※中学生以下は無料。
※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い1名は半額

【会　　期】
　月10日（金）～　月16日（日）3 4

【開館時間】午前　時30分より午後　時まで9 5
（但し入館は午後　時30分まで）4

【休 館 日】月曜日、祝日の翌日
【入 館 料】大　　　人　500円（450円）

高・大学生　300円（270円）

歌川広重「冨士三十六景　駿河三保之松原」

　「第12回　那珂川町版画コンクール」の表彰式が、　 月17日に馬頭広重2
美術館で行われました。
　今年は、町内の小中学校や幼稚園・保育園から、829点の応募作品があり、
　月　日に行われた審査会で町長賞を含む119点が入賞しました。2 9
　小川教育長から「たくさんの作品から、入賞したことは名誉なこと。家
族の方とみんなで喜びを分かち合ってください」とあいさつがありました。
　町長賞には、大内保育園の大金夏美さん（大山田下郷）の作品「おかあさ
ん」が選ばれました。大金さんは、紙版画の作品制作を振り返って「硬い紙
をはさみで切るのが難しかった。作品の、髪の毛がお気に入り」と話して
くれました。


	138_P01
	138_P02-P03
	138_P04-P05
	138_P06-P07
	138_P08-P09
	138_P10-P11
	138_P12-P13
	138_P14-P15
	138_P16-P17
	138_P18-P19
	138_P20

